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研究成果の概要 

【三宅グループ】 

1 軸センサを用いた筋音と脳波や筋電の同時計測と相関分析により微小筋音発生機序の検討

を更に進めた。１軸極微振動計測デバイスの振動計測データである微小筋音を適用する機械学

習・深層学習の手法の改良に加え、データ拡張やデータセットの最適化について検討を開始した。

各病院等組織と連携を進め、若年健常者だけでなく、高齢健常者や患者の筋音の新規データの

収集を開始した。更に、新たな筋音計測方法として、ワイドレンジ・ワイドバンド筋音計測装置を用

いた、運動共存状態での微小筋音の振動計測方法の基礎検討を開始した。 

【伊藤グループ】 

CMOS-MEMS評価のためのボードの設計及び試作を実施した。MEMSの錘を制御するための

分離型電極を提案し、動作することを確認した。ワイドレンジ 2 軸デバイスを実現するための、錘 2

個からなる 1 軸 MEMS センサの試作を完了し、動作を確認した。本デバイス搭載のモジュールを

検討し個別検出回路によるモジュール基本特性を確認した。MEMSデバイスの高信頼化に向けて

曽根グループと共同で錘およびばねの構造安定化に向けた取り組みを実施した。錘の形状として

8角形化することにより反り低減を実現した。 

【曽根グループ】 

伊藤グループと共同で前年度に設計・試作した微小金試験片を用いて錘およびばねの構造安

定化にむけた様々な試験を実施した。具体的には、①様々なばね構造を有する TEG群の長期信

頼性やヤング率を測定し、ばねの幾何構造がどのように長期信頼性やヤング率に影響するか包括

的に議論した。②様々な錘構造を有する TEG群を作製し、この構造的な安定性を計測し、錘の形

状と反り変形挙動を明らかにした。③ドリフト現象を調べるために TEG群を作製し TDSによる解析

を実施し、プロセス由来の主要な不純物が水および水素であり、その発生原因が多種存在するこ

とを見出した。 
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